
･･.lJrlti.Gal Fluc･hilaも10nの非線型効果

つし､で であるが , T→T〔+ C)+ に於て も.所謂 mass-enha工ICemell_もは＼ノ

な い,然し個別粒子状態の巾が大きくなる (critical broad.ening),

革がわか った｡

Critical Fluctuaもionの∋捧鮎 探

蔵 本 由 紀 (京大哩)

tcoopcrative tsystem の 自由エネ}L,ギー は ic,Gal or,ier parameter

の非凌型効果 まで考 り ェに入れると近似的に.

a5

F= 2(a了 a2rK 'W - a+ 五 誌 K57Kl簸 q'結 鑑.一純 一~一一(1'Ⅹ

と書かれる. (物性研究 vol_8 no.1･p.57)ここに ヴk は Local order

paralneterのフ- I)エ成分であ る O

｢ f'岩 - 7''1i 一 %' ÷読鵡 並 斗々 -K2+Kで建毒される

竜 f(三),E(三上 を軌 ､ると f'i).f'三)に関する effective free energyは多

少や っかいな議論 の結果次の形 に藩けるo
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近似 壬.(1)(D右辺牙二項のうち d-iagOnalな部分,つまり
x:klギーkl･ギk2

ギーk2 タイプの境だけを考 りょに入れた場合こは (2)の右辺牙二項は消えて,

繕局 ,

kBT

¢k
2A-ll(k)

が樽 られ るo A-1日 通 自身が また 串を含んでいる汎 次元解析の結果 Tハ近傍I.J

small kに対 して ,

pk- 1～ ck2 + (･T 一 ㌔ )2

が得られ るo 叉 Tcの値は̀単純な Ornt,stein-Zemike (つ まり(1)のオ二魂

を全 く無 視した場合)より下がることも示せ る｡

近似 甘.(2)をそしつまま使えばCrJrrela.ti,3n fn_は

Jqlヽハン｣∫ヽ八
1
-
ノ

と書けるO こここ Id は Akの eig-3{lValue,TJαβは Ak を対角化するユニ

ク り-変換 の行列賓素であるo T- T｡で小さい方の個有値 11(0)はゼロにな

るが 12回 は poslもlVe flni+ueにとどまるO ¢k の函数形又は漸近形 は lα

の中に含 まれる A22(kiが 上記のように複雑だか ら分 らないo

ところで (2)に OriSagerの iirie:ar aSSumptionを適用すると time

corre1まも10nは,

畑 も,= U.21(唖 e - 畑 ,(A,七+ U;2(k津 t2,er撫 k日

が得 られ るoここに t./･p㌘-三(-yLa Cjk> 但 しEkdはdk の eigen vecto-
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の成分であ ｡ T1 ㌔ で 4(Dl- 00,#o(2)-ウ finite･又 L(kqは kinetic

｡oeffi･,-Jientであるo これから例えば複素誘電率は.

I :J-- j:

ELW)-:-:
i c u Tl+1 iwT2+1

･1- LL (02㌦ (0)了 1 , r2- ｡ J(02㌦ 2冊 -1

とな って Tcで も C(a')の rea十 partが riniteに或るという実験事実を説

明することができるC

非線形緩和過程の_現象論

西 川 泰 治 (京 大聖 )

ここで問題にするのは･鋸 撫 萩序型強誘電性転移を行年う物如 ミ,転移温

度 Tc の直上で示 す次O-)三つ の性質であ るo

1) susceptibility gい,)の実数部分 x'(叫が ,rD～ KA4C附速で 了 1.-

比例するoこれは.デバ イモデルによる埋論 いパj'),- ｡'1 2･)では説明でき
1)

な い｡

2) xJ(W日 a,キ u)は T- Tcで有限に止 まるO これもデバ イ理論 (x '(W)
1)2)

- 0)と殖容れない｡

5) xl(tD)の虚数部分 Z′′(叫 はデバ イ理論で大体説明される｡

これ らの性質は,通常,デバイ理論の mc'no- dispersive relaxation

に対して,poly- dispersive reylaxaもion或 は緩和時間の分布という形

で記述 されている｡ 1),2)の形でデパイ理論か らずれて来る温度領域は,

il,GSや Ca2 Sr(C2hT5CO2)6では･大体

u - C)/Tc <～ 1< oo

であるQ

私はこれを- Tc 近 傍で現われる spatial fluctLlationの非線形効果と
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